
給
食
に
地
元
野
菜
の
活
用
を

生
徒
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
衛
生

管
理
の
強
化
の
中
、
栄
養
管
理
を
維
持
し

た
上
で
の
給
食
コ
ス
ト
内
で
献
立
作
り
に

頭
を
悩
ま
せ
る
自
治
体
も
全
国
的
に
は
存

在
す
る
が
、
本
市
は
ど
う
か
。
併
せ
て
生

徒
1
人
の
一
食
当
た
り
の
給
食
の
平
均
コ

ス
ト
は
。コ

ス
ト
面
で
の
努
力
に
お
い
て

例
え
ば
天
候
不
順
で
葉
物
野
菜
の
価

格
が
上
昇
し
た
際
に
は
、
価
格
の
安

定
し
て
い
る
地
元
産
の
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
を
使
用
す
る
な
ど
、
献
立
の
工
夫

を
行
い
、
ま
た
地
元
生
産
者
と
直
接

交
渉
・
購
入
す
る
な
ど
、
地
場
産
物

の
活
用
に
よ
り
安
定
し
た
給
食
の
提

供
に
努
め
て
い
る
。
生
徒
1
人
に
対

す
る
一
食
当
た
り
の
平
均
コ
ス
ト

は
、
平
成
27
年
度
、
幼
稚
園
で

5
7
6
円
、
小
学
校
で
5
9
6
円
、

中
学
校
で
6
4
6
円
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
保
護
者
負
担
は
食
材
料
費
の

経
費
で
あ
り
、
全
体
の
約
半
額
程
度

で
あ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
W
杯

好
カ
ー
ド
の
誘
致
を
望
む

2
0
0
2
年
サ
ッ
カ
ー
W
杯
で
は
エ

コ
パ
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
対
ブ
ラ
ジ
ル
の
試

合
が
あ
り
、
現
在
ま
で
市
民
の
誇
り
と

な
っ
て
い
る
。
経
済
効
果
や
次
の
10
年
へ

の
市
民
の
誇
り
の
創
出
と
し
て
2
0
1
9

年
も
好
カ
ー
ド
の
誘
致
を
望
む
。

現
在
、
静
岡
県
が
好
カ
ー
ド
誘

致
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

も
今
後
注
目
を
し
て
、
情
報
を
収
集

し
て
い
き
た
い
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

岡
本 

幹
男 

議
員

文
化
的
施
設
の
活
用
促
進
を

袋
井
市
月
見
の
里
学
遊
館
と
袋
井
市

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
は
設
置
目
的
は
異
な
る

が
、
文
化
的
施
設
と
し
て
の
連
携
も
必
要

で
は
な
い
か
。

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の
開
催
で
の

連
携
は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
。
両
施
設
が
、
市
民
に

と
っ
て
魅
力
的
な
施
設
と
な
る
よ
う

連
携
し
て
い
き
た
い
。

眺
望
地
点
と
彫
刻
の
活
用
を

14
カ
所
あ
る
眺
望
地
点
と
65
カ
所
設

置
さ
れ
て
い
る
彫
刻
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
、

13
コ
ー
ス
の
袋
井
遊
友
（
ゆ
う
ゆ
う
）
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
へ
表
示
す
る
な
ど
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
で
き
な
い

か
。

現
在
一
部
の
掲
載
の
み
で
、
今

後
増
刷
の
際
、
眺
望
地
点
や
彫
刻
等

を
表
記
し
充
実
を
図
り
た
い
。

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
の

策
定
は

単
独
災
害
の
場
合
は
三
重
県
、
複
合

災
害
等
の
場
合
は
福
井
県
の
受
け
入
れ
自

治
体
に
対
す
る
交
渉
の
進
捗
状
況
は
。

三
重
県
内
29
市
町
、
福
井
県
内

17
市
町
と
避
難
者
受
け
入
れ
の
課
題

整
理
の
協
議
を
開
始
し
た
。
各
避
難

先
市
町
の
避
難
所
の
活
用
が
必
要
で

あ
り
、
先
方
市
民
の
了
解
を
得
て
交

渉
し
て
い
き
た
い
。

学校給食を楽しむ生徒

袋井駅南口の彫刻「大地から宙
そら

へ」

9 ふくろい市議会だより


